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研究状況 
 

本プロジェクトは、光記録媒体における記録密度の向上、高精細ディスプレイの高輝度化を目的とした青色・紫

外発光材料を用いた各種高機能光デバイスの開発及び実用化を目的として研究を行った。これまでに、カルコパイ

ライト型化合物であるCuAlS2の合成および発光特性、および青色から紫外発光を示す各種複合酸化物セラミックスの

合成および発光特性を調査した。前者の材料においては電子線を用いた試料の励起により、波長 360nm付近の紫外発

光を示す蛍光体粉末の合成条件を明らかにした。また、紫外発光以外にもオレンジ色の可視発光を示す条件もわか

った。オレンジ色の発光はCuAlS2結晶内の銅空孔、硫黄空孔および銅－アルミニウムアンチサイトによる複合欠陥に

よることを突き止めた。また、後者の複合酸化物セラミックスについては、セラミックスのカップリングと発光特

性評価、元素分析を組み合わせた新規な評価手法を提案した。結果として、酸化アルミニウム、酸化ガリウム、酸

化亜鉛のそれぞれの組み合わせから、強度の大きい青色から深紫外発光を示す新規な材料の合成に成功した。 
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今後の研 
 究計画 

 

高効率で明るい紫外発光を示すCuAlS2を得るためには、合成条件および合成に用いる原料の最適化により結晶内の

欠陥濃度を抑制することが非常に重要であることが示唆された。具体的には、熱処理温度、熱処理時間、原料の純

度、形状、種類（有機金属化合物、等）を変化させ、発光特性との関係をさらに詳しく調査する必要がある。また、

複合酸化物に関しては、青紫、紫外発光は結晶内の欠陥が関係していることが明らかとなった。発光の波長選択性

や発光強度の制御などをどのように実現するかが今後の課題である。 

 

 


